
戦時下（1944年）の学校系統図

（出所）文部科学省（2022）『学制百五十年史 資料編』より転載

ポイント
 小学校がなくなり、国民学校（初等科・高等科）に再編された
 小学校卒業後の子どもに補習教育、実業教育、軍事教練を施す定時制
の教育機関である青年学校が義務化された（ただし男子のみ）。



戦後改革後（1950年）の学校系統図

（出所）文部科学省（2022）『学制百五十年史 資料編』より転載

ポイント
 複雑多岐にわたっていた小学校（国民学校）以降の学校制度が整理され、
小学校６年、中学校３年の計９年間におよぶ義務教育が成立した。

 小学校・中学校・高等学校（３年）の６・３・３制となった。
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